

















Nursing the Sense of Relationship in Clinical Psychology Training 


























































































































































































































































































































































まり，“臨床の知の重視性” を強調し “科学の知の限界と問題点を批判” する構図があったこ
とを指摘し，心理臨床における科学の知の再検討と，それを学ぶことの重要性を論じている。
心理臨床における知を確かなものにする土台である自然科学的な思考プロセスを訓練すること
の重要性は，低められるものではない。
２） 授業内容の具体的工夫は本論文の骨子ではないが，重要な点であるので註として記してお
く。ロールシャッハ法における被検者（テスティー）と検査者（テスター）の体験は，“ロー
ルシャッハ法という検査状況は，対人状況に他ならないのだということが体験され（小川，
─　　─34
安　立　奈　歩
2005）”，そこで得た体験を突き詰めて考えることがひいては心理療法における関係性のありよ
うに思いを馳せる契機になるため，筆者の演習でも取り入れている。
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